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平
成
十
三
年
第

一
回
小
浜
市
議
会
定
例
会
が
二
月
六
日
に

招
集
さ
れ
、
会
期
を
二
十
三
日
ま
で
の
十
八
日
間
と
決
定
し
、

直
ち
に
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

今
定
例
会
に
は
、
平
成
十
二
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正

予
算

（第
六
号
）
な
ど
、
議
案
四
十
九
件
が
上
程
さ
れ
ま
し

た
。初

日
の
六
日
は
、
議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分
の
報
告

を
受
理
し
た
後
、
平
成
十
二
年
度
の
補
正
予
算
な
ど
議
案
十

二
件
が
上
程
さ
れ
、
提
案
理
由
の
説
明
の
後
、
質
疑
、
討
論
、

採
決
を
行
い
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

次
に
、
平
成
十
二
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
予
算
な
ど
議
案

二
十
四
件
が
上
程
さ
れ
、
提
案
理
由
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
。翌

七
日
に
は
、
議
案
に
対
し
て
質
疑
が
行
わ
れ
た
後
、
陳

情
五
件
と
と
も
に
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

平
成
十
二
年
度
の

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
そ

れ
ぞ
れ
の
予
算
規
模
は
別
記
の
と
お
り
で
す
。

翌
八
日
か
ら
十
二
日
ま
で
を
体
会
と
し
、
十
三
日
、
十
四

日
の
両
日
、
本
会
議
を
再
開
し
十
二
人
の
議
員
が
市
政
各
般

に
わ
た
り

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

（
一
般
質
問
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
別
記
の
と
お
り
）

翌
十
五
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
を
休
会
と
し
、
そ
の
間
、

各
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し

た
。二

十
三
日
に
本
会
議
を
開
催
し
、
陳
情
三
件
を
継
続
審
査

と
し
た
後
、
各
常
任
委
員
長
か
ら
付
託
議
案
に
つ
い
て
の
審

査
経
過
、
結
果
が
報
告
さ
れ
た
後
、
質
疑
、
討
論
を
行
い
、

全
て
の
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
陳
情
三
件
を
採
択

し
ま
し
た
。

次
に
、
意
見
書
二
件
を
上
程
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

追
加
議
案
と
し
て
小
浜
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
助
役
の
選
任
に
つ
い
て
の
二

議
案
を
上
程
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
実
の
と
お
り
可
決
お
よ
び
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
て
平
成
十
二
年
第

一
回
定
例
会
を
開

会
し
ま
し
た
。



【2】一 市議会だよ

市

長

【議
案
】

報
告
第
１
号

議
案
第
１
号

議
案
第
２
号

議
案
第
３
号

議
案
第
４
号

議
案
第
５
号

議
案
第
６
号

議
案
第
７
号

議
案
第
８
号

議
案
第
９
号

議
案
第
１０
号

議
案
第
１１
号

議
案
第
１２
号

議
案
第
１３
号

議
案
第
１４
号

議
案
第
１５
号

議
案
第
１６
号

議
案
第
１７
号

議
案
第
１８
号

議
案
第
１９
号

議
案
第
２０
号

議
案
第
２‐
号

議
案
第
２２
号

議
案
第
２３
号

議
案
第
２４
号

議
案
第
２５
号

議
案
第
２６
号

議
案
第
２７
号

議
案
第
２８
号

議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
）

平
成
１２
年
度
小
浜
市
一般
会
計
補
正
予
算
（第
６
号
）

平
成
１２
年
度
小
浜
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
釜
す
号
）

平
成
１２
年
度
小
浜
市
加
斗
財
産
区
運
営
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
）

平
成
１２
年
度
小
浜
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
傘
Ｔ
υ号
）

平
成
１２
年
度
小
浜
市
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
３
号
）

平
成
材
年
度
小
浜
市
老
人
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
２
号
）

平
成
１２
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
４
号
）

平
成
１２
年
度
小
浜
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
釜
官
号
）

平
成
１２
年
度
小
浜
市
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
２
号
）

平
成
１２
年
度
小
浜
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
２
号
）

平
成
１２
年
度
小
浜
市
国
民
宿
舎
事
業
会
計
補
正
予
算
（第
３
号
）

平
成
１２
年
度
小
浜
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（第
２
号
）

平
成
１３
年
度
小
浜
市
一般
会
計
予
算

平
成
１３
年
度
小
浜
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
１３
年
度
小
浜
市
加
斗
財
産
区
運
営
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
１３
年
度
小
浜
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
１３
年
度
小
浜
市
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
予
算
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

平
成
１３
年
度
小
浜
市
老
人
医
療
特
別
会
計
予
算

平
成
１３
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
１３
年
度
小
浜
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
１３
年
度
小
浜
市
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
１３
年
度
小
浜
市
西
津
天
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
１３
年
度
小
浜
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
１３
年
度
小
浜
市
国
民
宿
舎
事
業
会
計
予
算

子
成
１３
年
度
小
浜
市
水
道
事
業
会
計
予
算

小
浜
市
議
会
議
員
及
び
小
浜
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
自
動
車
の
使
用
及
び
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
の
公

営
に
関
す
る
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
の
公
の
施
設
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

報
告
受
理

原
案
可
決

(単位 :千円、%)

畿

14,765,099 14,107,387 14,498,361 14,863,182 104.7 101.8 99.3

11,777,804 11,423,053 11,626,799 12,504,067 103.1 101.3 94,2

1,143,116 1,062,413 1,065,243 1,068,265 107.6 107.3 107.0

27,686,019 26,592,853 27,190,403 28,435,514 104.1 101.8 97.4
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●
助
役
（副
市
長
）
の
選
任
に
同
意

牧

野

百

男

氏

金
剛
福
井
県
総
務
部
長
）

6日

フ日

8日～1 2日

13日-14日

1 5日～22日

2 3日

本会議
会期決定、議案 (補正予算等)上 程、質疑、討論、採決
議案 (当初予算f条例等)上 程

本会議
議案 (当初予算 ・条例等)質 疑、委員会付託 (議案 ・陳情)

体 会

本会議 (一般質問)

体 会 (委員会署査)

本会議
閉会中の継続審査、常任委員長報告、質疑、討論、採決
意見書上程、可決、議案 (人事案件等)上 程、採決

議
案
第
２９
号

議
案
第
卸
号

議
案
第
祉
号

議
案
第
３２
号

議
案
第
３３
号

議
案
第
３４
号

議
案
第
３５
号

議
案
第
３６
号

議
案
第
３７
号

議
案
第
３８
号

議
案
第
３９
号

議
案
第
４０
号

議
案
第
４．
号

議
案
第
４２
号

議
案
第
４３
号

議
案
第
狙
号

議
案
第
４５
号

議
案
第
４６
号

議
案
第
４７
号

議
案
第
４８
号

【曜

】

Ｈ
・２
陳
情
第
１３
号

Ｈ
・２
陳
情
第
１６
号

陳
惜
第
１
号

陳
情
第
２
号

陳
晴
第
３
号

陳
情
第
４
号

【意
見
書
】

意
見
書
案
第
１
号

意
見
書
案
第
２
号

小
浜
市
一般
廃
棄
物
最
終
処
分
揚
建
設
準
備
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

小
浜
市
の
公
の
施
設
の
使
用
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
教
育
施
設
整
備
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

小
浜
市
手
数
料
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
公
民
館
設
置
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
で

小
浜
市
文
化
会
館
使
用
料
徴
収
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

小
浜
市
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
不
燃
物
埋
立
処
分
場
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
漁
港
管
理
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
漁
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

第
四
次
小
浜
市
総
合
計
画
に
つ
い
て

公
立
小
浜
病
院
組
合
親
約
の
変
更
に
つ
い
て

辺
地
の
総
合
整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

鴨
ヶ
淵
地
区
（基
幹
水
利
施
設
補
修
）
土
地
改
良
事
業
計
画
に
つ
い
て

小
浜
市
民
憲
章
の
制
定
に
つ
い
て

小
浜
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

助
役
の
選
任
に
つ
い
て

介
護
保
険
制
度
を
は
じ
め
、社
会
保
障
制
度
の
抜
本
改
善
に
向
け
た
国
の
財
政
措
置
等
を
求
め
る
陳
情
書

地
方
公
務
員
採
用
に
関
す
る
陳
情
書

食
品
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
食
品
安
全
行
政
の
充
実
強
化
を
求
め
る
意
見
書
に
関
す
る
陳
情
書

国
立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
に
反
対
す
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情
書

米
価
の
下
落
を
抑
え
る
た
め
、自
主
流
通
米
の
値
幅
制
限
の
復
活
を
求
め
る
陳
情

激
増
す
る
輪
入
農
産
物
を
抑
え
る
た
め
、
一刻
も
早
い
「輸
入
制
限
」
の
発
動
と
対
象
品
目
の
拡
大

を
求
め
る
陳
情
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
‐

食
品
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
食
品
安
全
行
政
の
充
実
強
化
を
求
め
る
意
見
書

国
立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
を
行
わ
ず
、地
方
国
立
大
学
の
維
持
。発
展
の
た
め
に
教
育
・研

究
基
盤
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

市 議

長 員

団

体

議

員

原
案
可
決

原
案
同
意

原
案
可
決

原
案
同
意

継
続
審
査

原
案
採
択

継
続
審
査

″ / / k ″″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″
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一般質問 3月 定例会の一般質問は、3月 13日 、14日 の両

日に行われ、池尾議員をはじめ、山本、清水、水

尾、西本、宮崎、中村、山口、荒木、小堂、池田、

岡尾議員の 12名 が、市政告般にわたり質問を

行いました。

(質問と答弁の主な要旨は次のとおり)
A‐|イ|ラ|イト

①
言
語
遅
滞
児
数
に
つ
い
て

②
虫
歯
罹
患
児
数
に
つ
い
て

①
言
語
遅
滞
児
数
に
つ
い

て
は
、
平
成
十

一
年
度
の
受

診
者
三
百
十
四
人
中
、
二
十
五
人

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
成
長
の

発
達
度
合
い
が
個
人
ご
と
に
異
な

る
こ
と
や
、
家
庭
で
の
保
育
状
況

の
違
い
な
ど
に
よ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
数
値
は
言

語
遅
滞
に
な
る
こ
と
を
未
然
に
防

止
す
る
観
点
か
ら
、
厳
し
い
判
断

を
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。

②
虫
歯
に
つ
い
て
は
、
他
市
と
比

較
す
る
と
罹
患
率
が
高
い
。
歯
の

は
え
て
く
る
の
は
、
生
後
六
か
月

頃
か
ら
で
、
保
護
者
の
生
活
習
慣

や
意
識
の
差
に
よ
り
罹
患
率
に
影

響
を
与
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

①
公
共
下
水
道
事
業
の
早
期

完
成
に
つ
い
て

②
生
活
道
路
に
つ
い
て

Ａ
Ａ

的
難
腰
師
秘
鞭
諦
却
柳
雄
勅

事
業
で
取
り
組
み
、
公
共
下
水
道

に
接
続
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
既
に
公
共
下
水
道
の

区
域
と
さ
れ
て
い
る
地
域
を
分
割

し
て
他
事
業
と
接
続
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
次
に
第
四
期
区
域
の

中
で
、
合
併
浄
化
槽
に
よ
り
整
備

し
た
方
が
よ
い
区
域
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
、
市
街
地
な
ら
び
に
そ
の
周
辺

地
域
は
公
共
下
水
道
事
業
に
よ
る

集
合
的
な
整
備
の
方
が
維
持
管
理

も
含
め
効
率
的
で
あ
る
た
め
、
合

併
浄
化
槽
の
設
置
に
よ
る
整
備
は

考
え
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
下
水

道
工
事
の
完
成
時
期
を
早
め
ら
れ

な
い
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
ほ
ぽ
予
定
ど
お

り
平
成
二
十
二
年
度
の
完
成
が
見

込
め
る
状
況
に
あ
り
、
今
後
、
当

初
計
画
よ
り
さ
ら
に
短

縮
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
く
。

②
今
富
地
区
は
農
地
と

宅
地
が
混
在
し
た
状
態

で
宅
地
化
が
進
ん
で
お

り
、
生
活
道
路
に
つ
い

て
は
市
の
単
独
費
を
も

っ
て
対
応
し
て
い
る
が
、

道
路

・
排
水
等
の
整
備

が
追
い
つ
い
て
い
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
今

後
は
、
将
来
の
宅
地
化

を
見
越
し
、
地
区
の
道

路
事
情
を
考
慮
し
な
が

ら
要
望
に
応
え
て
い
き

た
い
。

②
第
四
次
小
浜
市
総
合
計
画
に
つ

い
て

①
事
務
事
業
の
見
直
し
、
定

員
管
理
の
適
正
化
を
行
う
中

で
、
投
資
的
経
費
の
予
算
を
二
十

九
億
八
千
万
円
、
対
前
年
度
比
十

三
、
三
％
と
増
額
し
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
建
設
や
若
狭
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
広
域
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
充

て
た
。
ま
た
、
普
通
建
設
事
業
の

（
】

的
印
成
十
三
年
度
予
算
に
つ

単
独
事
業
費
で
も
二
十
六
、　
一
％

と
、
積
極
的
な
予
算
編
成
を
し
た
。

し
か
し
、　
一
方
で
は
道
路
改
良

・

道
路
維
持
予
算
が
前
年
度
を
下
回

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
近
畿
自
動
車

道
の
関
連
道
路
整
備
に
重
点
配
分

し
た
た
め
で
あ
る
が
、
住
民
の
皆

様
に
危
険
が
及
ぶ
よ
う
な
箇
所
に

つ
い
て
は
、
緊
急
に
対
応
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

②
第
四
次
総
合
計
画
で
は
、
本
市

の
目
指
す
将
来
像
と
し
て
、
「心
や

す
ら
ぐ
　
美
食
の
郷
　
御
食
国
若

狭
お
ば
ま
」
を
掲
げ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
本
市
に
住
む
人
や
訪
れ
る

人
の
心
を
癒
し
、
や
す
ら
ぐ
こ
と

の
で
き
る
環
境
を
整
え
る
と
い
う

本
市
の
基
本
姿
勢
と
理
念
を
表
し

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
日
標
達

成
の
た
め
に
次
の
四
つ
の
柱
を
基

本
に
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

こ

）
「快
適
で
住
み
よ
い
社
会
基

盤
の
形
成
を
め
ざ
し
て
」
で
は
、

今
津

・
上
中
鉄
道
新
線
の
早
期
実

現
、
近
畿
自
動
車
道
の
早
期
完
成

な
ど
交
通
網
体
系
の
整
備
を
図
る
。

含
じ

「健
康
で
生
き
が
い
に
満
ち

た
社
会
福
祉
の
実
現
を
め
ざ
し
て
」

で
は
、
へ
き
地
中
核
病
院
と
し
て

の
公
立
小
浜
病
院
の
整
備
拡
充
な

ど
、
市
民
の
健
康
維
持

・
増
進
を

図
る
。
含
じ

「活
力
あ
る
産
業
の

育
成
と
観
光

・
リ
ゾ
ー
ト
の
振
興

を
め
ざ
し
て
」
で
は
、
食
の
メ
ッ


